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　　viib）鋳塊のときの相当大きな結晶粒がその儘i圧
延された影響と考へられるが板の圧延方向に平行に粗
大粒が発達している部分と又全く粗大粒が見られない
部分とに明瞭に分れているのが観察さ泊る。
　　　　　　　　V　考　　　　察
　1）99・88％のAl（試料A）ではPhoto．4～Photo．6
で分る様に低加工度側で粗大な結晶粒が得られるけれ
ども，住友製の99・998％のA1（試科B）ではPhoto・16
～Photo．18で分る様に低加工度側で平均して大きくな
っている。この大いさを比較すると99・88％の粗大化
した粒の大いさの方が99・998％の平均した大いさより
はるかに大きい。99・88％のAlの場合にはP．　A．　Becki）
のいふ様に阻轡していた第2相の障害が克服されて結
晶粒が粗大化したのであろうと考へられる。
　2）99・88％のA1（試料A）及住友製の99．998％の
A1（試料B）では夫々高加工度側で粗大化した粒が得
られる。99・88％Alではその粗大化の起る最低の温度
は550℃であり99．998％Alでは450℃である。
　3）99・998％のAlに就いてみると試料Bでは50％
冷問圧延で4mm板を，試料Cでは83％冷間圧延で4mm
板を饗造した。その結果は差違は殆んど認められな
い0
　4）99・998％のAlに就いて試料B及Cでは4mm板
の中聞焼鈍を360℃，試料Eでは4mm板の中間焼鈍を
600℃で行つたのであるがB及Cでは粗穴化の起る最
低の温度は450DGでありEでは400°Cである。この様に
中間焼鈍の温度の変化は粗大化の起る温度に若干の影
響を持っけれども中間焼鈍の温度の高い場合には粗大
化した粒の教が多くて非常に粗’大な粒は得難い。
　5）スイス製のAlは途中中問焼鈍した板は粗大化は
起さず，鋳塊から切り出した儘直接冷問圧延を与へた
板が粗大化を起したのであるがその理由は不明であ
る。
　　　　　　　　vr　総　　　　括
　1）99・88％のAlの場含には低加工度側で加工縫を
20％～30％，加熱温度を600°C，時間を20時間にすれば
中に若干の微細粒を含むけれどもほX’単結晶に近いも
のが得られる。叉高加工度側で約85％～90％でも粗大
な粒は得られるけれども低加工度側の方が非常に粗大，
な粒を得るには有利である。中間の50％附近では結晶
粒が平均して大きくなる為に特別粗大な粒は得られな
い0
　2）99・998％のAlの場合には低加工度側では特別粗
大な粒は得られない。高加工度側で加エ度85％～90％
加熱温度5009C時間を20時間にすると可成り粗大な粒
（4）
Alの二次再結晶に関する研究
が得られる。
　以上の事が明らかとなった。
　終りに親しく御指導下さった石田教授に厚く御礼申
し上げます。
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